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新年おめでとうございます

餐
、

白石市長鈴木孝一郎

ん明けましておめでとう御座います。
始めはやはり古い習慣の様ですが、ま
のいろいろな自分の計画をたて実行す
心がける事が大切だと思います。
身も市長として初めての新年を迎える
から選挙での公約とか、いろいろな反
にたって自らが襟を正し市民のための
行いたいと思います。
第一には、市民との対話を重ねたい事

市役所が離れている様では内容のな
生れます。市民の声を私自身の耳で
　これを消化して市政に生かしたい
す。

今度の選挙の結果を皆さんにも尊重
たいということです。
い問の市政の長所は勿論のばしてゆ
　一般に澱んでいた「）、一部の人達
がちな空気が充満していたのを一掃
公約しました。その結果、市民の皆
れを承認してくれたのですから、皆
気をもって誰に遠慮することなく、
活に生かして貰いたいと希望致しま

と
が
き
ま
は
い
長
が
し
と
こ
勇
生

さ
の
年
に
自
す
上
を
ず
。
民
政
聞
い
二
貰
は
す
慮
い
は
も
の
　
　
　
　
　
　
。

皆
年
今
様
私
で
の
政
ま
す
市
市
く
思
第
て
私
ま
遠
た
ん
ん
分
。
天
く
て
是
る
す

　
　
ず
る
　
訳
省
市
　
で
　
い
よ
と
　
し
　
き
に
し
さ
さ
自
す
、
　
　
つ
　
あ
ま

は人の上に人を作らず、人の下に人をつ
らず，，と言っております。立場は各々違
も人間は皆平等であ1）ます。

非、勇気を持って言い、行動する市民で
よう特にお願いして新年の御挨拶と致し

幽幽繭繭織命

激

謬

、
塗

倉雄

　　　畷　　　　　嬬　　　　　建　　　　　ドー、孕　　　　
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市議会議長遠藤

　昭和52年の新春を迎え市議会を代表して市
民の皆様にお喜びのご挨拶を申しあげます。

　私は議長に就任以来不偏不党公正無私の精
神を基本として、常に市議会の円滑なる運営
に最善の努力をいたしてまいりました。就任
して二度目の春を迎えるこどになり感激あら
たなるものがございます。昨年は経済混乱の
後遺症が長く数次にわたる景気対策が講ぜら
れ回復のきざしを見せてまい『）ましたが、こ
うした不況が地方財政にも少なからず影響を
もたらし、今年も行財政の運営は容易ならざ
るものがあろうかと思います。

　しかしながら、われわれ地方自治体関係者
はこの難局を切セ）開いてゆくための理性と勇
気をもって地域住民の福祉の向上生活環境の
整備と各般の施策を市当局と一体となって講
じなければ健康にして文化的な市民生活をつ
くりあげることはできません。

　いまや白石市は東北新幹線完成に伴う都市
計画の問題、七ヶ宿ダム建設による上下水道
事業の開発整備など重要課題が山積いたして
おりますが、私どもは新たな決意のもとに英
知を結集して白石市の将来のため、また市民
の幸福を願うために、この重責を全ういたす
覚悟であります。

　本年もなお一層のご協力を賜わと）ますよう

お願い申しあげ年頭のご挨拶と致します。
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市
内
小
学
六
年
生
の
願
い

　
市
内
小
学
校
六
年
生
の
皆
さ
ん
か
ら
鈴
木
而
長
さ
ん
に
、
僕
達
、
私
達
の
お

願
い
と
希
望
を
〃
ひ
と
こ
と
〃
づ
つ
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
他
県
か
ら
来
た
人
に
「
白
石
市
の

ほ
こ
り
は
」
と
聞
か
れ
た
時
何
と
答

え
た
ら
よ
い
か
迷
う
よ
う
で
は
困
る
。

私
は
「
き
れ
い
な
住
み
よ
い
市
」
と

自
信
を
も
っ
て
言
い
た
い
。
そ
れ
で

私
た
ち
は
四
年
生
か
ら
駅
前
の
朝
掃

除
を
し
て
い
る
。
市
の
玄
関
先
で
あ

る
駅
前
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
決
心

し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
も
町
を
美
し
く
、
住
み

よ
い
市
に
す
る
た
め
み
ん
な
で
努
力

し
た
い
。　

　
　
　
　
　
吉

　
　
　
　
　
　
杉

　
沢
端
川
で
は
、
昔
、
魚
と
り
を
し

た
り
、
水
泳
を
し
た
と
い
う
話
を
聞

い
た
。
そ
れ
を
聞
く
と
、
ぼ
く
達
も

こ
こ
で
泳
げ
た
ら
い
い
な
あ
と
思
う
。

そ
ん
な
き
れ
い
な
川
が
ほ
し
い
。

　
ま
た
ぼ
く
達
の
学
校
は
教
室
が
た

り
な
い
の
で
、
保
健
室
を
教
室
に
し

て
、
図
書
室
と
保
健
室
が
同
じ
部
屋

の
中
に
あ
り
ま
す
。
新
し
い
広
い
校

舎
が
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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白
石
市
の
学
校
は
多
い
が
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
て
が
ふ
え
て
よ
い
。

道
路
は
舗
装
し
て
あ
る
が
、
駅
前
広

場
が
狭
い
。
越
河
も
そ
う
だ
が
、
公

園
を
も
っ
と
ふ
や
し
た
り
、
市
民
プ

ー
ル
を
造
っ
て
ほ
し
い
。
市
内
の
川

は
む
か
し
の
よ
う
に
き
れ
い
に
な
る

と
よ
い
。
工
場
を
多
く
し
、
人
口
を

ふ
や
し
、
白
石
市
が
今
ま
で
以
上
に

発
展
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
豊

　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
」
マ
昏
」

　
　
　
　
　
　
里

　
　
　
　
　
斎

　
　
　
　
　
　
松

　
ぼ
く
た
ち
の
学
校
の
校
庭
は
、
せ

ま
く
て
、
一
年
か
ら
、
六
年
ま
で
、
の

び
の
び
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
高
学
年
が
、
校
庭
の
北
側
を
、
中

学
年
が
校
庭
の
南
側
を
使
う
と
、
低

学
年
の
遊
ぶ
場
所
は
、
校
庭
の
す
み

の
方
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ぜ
ひ
校
庭
を
広
く
し
て
く
だ
さ
い
。

大平小
高橋美津

　
私
た
ち
の
学
校
は
、
国
道
四
号
線

ぞ
い
に
あ
り
、
毎
日
、
車
の
そ
う
音

で
こ
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
六
年
間
し
ず
か
な
か
ん
き
ょ
う
で

勉
強
し
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
車
の
数
も
年
々
ふ
え
、
公
害
が
さ

ら
に
ひ
ど
く
な
る
の
で
は
、
よ
い
勉

強
が
で
き
ま
せ
ん
。
後
は
い
の
た
め

早
く
バ
イ
パ
ス
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

　　∫遵

　大鷹沢小

佐竹　洋美

私
達
み
ん
な
の
願
い
は
、
校
舎
を
、

新
し
く
建
て
、
校
庭
を
広
く
し
、
プ

ー
ル
を
作
っ
て
ほ
し
い
こ
と
で
す
。

　
今
の
校
舎
の
大
部
分
は
、
も
う
五

十
年
に
も
な
る
そ
う
で
す
し
、
校
庭

は
、
五
十
メ
ー
ト
ル
の
直
線
コ
ー
ス

が
や
っ
と
で
す
。
水
泳
は
、
中
学
校

ま
で
歩
い
て
行
か
な
け
れ
ば
で
き
な

い
の
で
す
。
ど
う
ぞ
一
日
も
早
く
、

私
達
の
願
い
を
か
な
え
て
く
だ
さ
い
。

自川小

佐藤実

　
ぼ
く
た
ち
が
住
ん
で
い
る
白
川
は

山
あ
い
の
緑
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
静
か

な
地
区
で
す
。
け
れ
ど
も
こ
の
ご
ろ

は
自
動
車
の
交
通
量
が
ふ
え
、
時
々

交
通
事
故
が
起
こ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ぽ
く
た
ち
が
、
毎
日
安
心
し

て
通
学
で
き
る
よ
う
に
、
六
区
、
七

区
の
方
に
ぜ
ひ
通
学
路
を
作
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

深谷小
日下　幸恵

　
私
た
ち
の
学
校
は
、
市
内
で
一
番

早
く
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
建
て
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
校
舎
で
、
毎

日
勉
強
や
運
動
を
し
て
楽
し
い
学
校

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
今
学
校
で
は
、
持
久
走
大
会
め
ざ

し
て
、
広
い
校
庭
で
元
気
に
走
っ
て

い
ま
す
。
夏
プ
ー
ル
の
水
が
不
足
し

ま
す
の
で
水
道
を
ひ
い
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。福岡小

大宮択正

　
毎
日
、
大
網
か
ら
歩
い
て
通
う
の

は
大
変
な
の
で
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

も
よ
い
か
ら
通
し
て
く
だ
さ
い
。
何

故
か
と
言
う
と
、
大
網
か
ら
学
校
ま

で
七
キ
ロ
あ
り
ま
す
。
朝
六
時
半
に

家
を
出
て
学
校
に
着
く
の
は
七
時
五

十
分
で
す
。
帰
り
は
三
時
四
十
分
に

学
校
を
出
る
と
五
時
半
に
な
り
ま
す
。

秋
と
冬
は
、
家
に
着
く
前
に
暗
く
な

り
ま
す
。
バ
ス
を
通
し
て
く
だ
さ
い
。

　小原小
木村幸子

　
私
達
の
小
学
校
に
は
、
残
念
な
こ

と
に
、
ま
だ
プ
ー
ル
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
も
し
プ
ー
ル
が
で
き
た
な
ら
、
ど

ん
な
に
す
ば
ら
し
い
で
し
ょ
う
。
思

い
っ
き
り
、
真
黒
に
な
る
ま
で
泳
ぎ

た
い
。
泳
げ
な
い
友
達
が
一
人
も
い

な
い
学
校
に
な
っ
た
な
ら
、
ど
ん
な

に
か
い
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
今
年
こ
そ
、
私
達
小
原
小
学
校
の

プ
ー
ル
で
泳
げ
る
の
が
、
み
ん
な
の

夢
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
敬
称
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，

　愚嚇

ヲ
轟
も

欝

診

ノ，

駕
、
縣

　
昨
夜
来
の
雨
も
あ
が
り
、
時
折
り

冷
い
蔵
王
お
ろ
し
の
吹
き
お
ろ
す
十

一
月
末
の
日
曜
日
、
シ
ョ
ー
ト
パ
ン

ツ
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
姿
で
元
気
に
参
加

し
た
選
手
達
に
よ
っ
て
第
十
二
回
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
（
断
効
競
走
）
大

会
が
、
白
石
陸
上
競
技
協
会
主
催
に

よ
り
開
か
れ
ま
し
た
。

　
畑
や
水
田
の
中
に
設
け
ら
れ
た
、

い
く
つ
か
の
関
門
を
通
過
し
て
最
短

距
離
で
完
走
す
る
競
技
で
、
小
学
生

中
学
生
、
高
校
生
の
ほ
か
四
、
五
十

歳
の
男
女
、
五
百
九
十
六
名
が
参
加

市
営
球
場
を
ス
タ
ー
ト
小
学
生
女
子

一
一
蒙
f

、
陥
曙
｛

灘
、
騒

難鞍鑛、罐箋雛響

三
粁
、
一
般
四
十
歳
以
上
三
粁
な
ど

各
種
目
別
に
五
分
お
き
に
ス
タ
ー
ト

し
て
、
各
コ
ー
ス
に
挑
戦
し
た
。
悪

コ
ー
ス
も
い
と
わ
ず
、
小
川
を
飛
び

越
え
、
あ
ぜ
道
を
突
っ
走
っ
た
り
し

て
、
白
い
ユ
ニ
ホ
ー
ム
が
泥
で
汚
れ

て
元
気
に
ゴ
ー
ル
を
目
ざ
し
て
全
員

完
走
し
た
。

　
各
部
門
の
優
勝
者

小
学
校
（
女
子
）
遠
藤
博
美
（
三
住
小
）

小
学
校
（
男
子
）
斎
藤
清
志
（
白
一
小
〉

中
学
校
（
女
子
）
大
野
久
子
（
大
鷹
沢
中
）

中
学
校
（
男
子
）
菊
地
浩
二
〔
白
石
中
）

！『諺
　　　　望
　　墨

　　ア
野噴

、
触河

1司高一一

校
（
女
子
）
佐
藤
裕
美
（
白
　
女
）

校
（
男
子
）
高
子
勝
美
（
東
北
高
）

般
（
男
子
）
武
田
　
崇
（
仙
台
大
）

般
（
五
十
歳
以
上
男
子
）

　
　
半
田
子
之
吉
（
郡
　
山
）

般
（
四
十
歳
以
上
男
子
）

　
　
関
亮
（
営
林
署
）

般
（
三
十
歳
以
上
男
子
）

　
　
長
谷
部
由
信
（
中
益
岡
）

般
（
二
十
歳
ま
で
の
女
子
）

　
　
川
合
　
裕
子
（
仙
台
大
）

体
力
づ
く
り
は

　
　
　
走
る
こ
と
か
ら

　
体
力
の
衰
え
を
防
止
す
る
た
め
、

四
、
五
十
歳
以
上
の
方
達
は
、
グ
ル

ー
プ
で
計
画
し
て
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
始

め
て
は
如
何
で
し
ょ
う
。
常
に
走
る

事
に
心
が
け
、
親
子
と
も
ど
も
ま
た

職
場
へ
と
、
そ
の
輪
を
広
げ
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ご
自
身
の
た
め

に
。
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〉本のかたち……特製筋入れ上製本A4版、全
　　　　　　頁アート紙使用、本文内挿入200
　　　　　　葉写真、図版の他特製ケース入図
　　　　　　版。
〉頒価3，500円（送料400円）
　　　（現金と引きかえに現本お渡しいたします）

1〉申込先　白石市教育委員会

　　　　　　〔岱⑤2111一内線411番〕

上戸沢の町並
藩政時代の宿駅の面影をいまだに現存する貴重

な存在としての白石市上戸沢の調査報告書がで
きました。

　200部の限定出版ですので，早目にお求め下さ

4

〆　　　“花壇コンクールで特選

　　　　　　　福岡小八宮分校　，，

　　　　緑豊かな美しい環境、整然とした規律と

　　　情緒豊かな人間性を養い、大きな教育効果

　　　をおさめる目的で、昭和51年度学校花壇コ

　　　ンクール（県みどりの会主催）、学校緑化コ

　　　ンクール（県教育委員会主催〉が開かれま

　　　した。

　　　　福岡小学校八宮分校全生徒39名は、毎日

　　　休みなく花壇の手入れをした事が実を結び、

　　　花壇コンクールで特選、緑化コンクールは

　　　入選と二重の栄冠を獲得しました。

一一…一一一一縫y毒話題一一…一…一…

物を大切に

不用品活用会ひらく

　白石市消費者の会（菊地ゆき子会長）が

先月8日市民会館において、消費生活展、

不用品活用会を開きました。

　会場一杯に食料品の分析や物価統計のパ

ネルが陳列されておセ）、解り易く説明され

　リホームコーナーには、穴のあいた毛布

で作ったという豪華なコートが出品してあ

り参観者の目をひきました。

夢
［

旨
窄
、

獺
響
．
嚢

牒
■
辱
・
辱
、

』」

監

．
評

レ
乳

明
治
の
史
跡
め
ぐ
り
　
⑩

郡
役
所
跡
の
市
庁
舎

明
治
二
十
年
代
の
白
石

白
石
南
史
編
纂
委
員
飯

沼
　
寅
　
治

　
鉄
道
開
通
で
駅
前
通
り
が
眼
や
か
　
石
市
庁
舎
で
あ
る
。
明
治
十
｝
年
以

に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
明
治
二
十
二
年
　
来
、
柴
田
刈
田
郡
役
所
は
大
河
原
に

二
月
十
一
日
に
、
憲
法
発
布
が
あ
り
、
あ
っ
た
の
で
不
満
が
つ
の
り
、
裁
判

地
方
民
は
駅
前
万
寿
閣
（
岡
崎
ホ
テ
　
所
も
同
様
だ
っ
た
の
で
、
二
つ
の
誘

ル
）
に
集
ま
っ
て
盛
大
な
祝
賀
会
を
　
致
運
動
を
行
な
い
、
裁
判
所
庁
舎
と

開
い
た
。
同
年
四
月
に
市
町
村
制
が
　
し
て
郡
内
町
村
か
ら
浄
財
を
集
め
て

施
行
さ
れ
、
新
白
石
町
を
始
め
越
河
・
　
建
築
し
た
建
物
を
、
裁
判
所
誘
致
が

斎
川
・
大
平
・
大
鷹
沢
・
白
川
・
福
失
敗
し
た
の
で
、
こ
れ
を
郡
役
所
庁

岡
．
小
原
の
新
七
力
村
が
発
足
し
た
。
　
舎
に
転
用
し
た
の
だ
っ
た
。
郡
役
所

こ
の
中
、
大
平
・
大
鷹
沢
・
白
川
・
　
に
は
郡
長
を
初
め
約
十
名
の
書
記
が

福
岡
の
村
名
は
こ
の
時
の
新
命
名
の
　
お
り
、
自
治
体
と
し
て
郡
会
議
員
の

呼
称
で
あ
る
。
か
く
て
町
村
役
場
が
　
議
決
を
得
て
郡
立
中
学
や
郡
農
会
を

設
置
さ
れ
、
町
村
会
議
員
選
挙
が
行
　
つ
く
り
刈
田
郡
の
発
展
に
貢
献
し
た

な
わ
れ
、
白
石
町
は
十
八
名
、
他
は
　
の
で
あ
る
。
こ
の
郡
役
所
は
、
郡
制

十
二
名
の
新
議
員
が
誕
生
し
た
。
つ
　
廃
止
に
よ
り
大
正
十
五
年
に
な
く
な

い
で
二
十
三
年
に
は
第
↓
回
の
衆
議
　
り
、
そ
の
後
、
こ
の
地
に
は
白
石
町

院
総
選
挙
が
あ
っ
た
が
有
権
者
は
全
　
役
場
庁
舎
が
新
築
さ
れ
た
が
、
昭
和

人
口
の
一
．
一
％
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。
　
四
十
八
年
に
現
在
の
市
庁
舎
が
新
築

　
こ
の
頃
は
養
蚕
業
が
盛
ん
で
山
崎
　
さ
れ
た
事
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
っ
し
ん

組
（
米
竹
組
）
が
横
浜
生
糸
市
場
に
進
　
　
さ
て
、
明
治
二
十
七
年
に
は
日
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
か

出
し
始
め
、
水
車
営
業
組
合
傘
下
の
　
戦
争
が
起
っ
た
。
最
初
の
本
格
的
な

百
に
近
い
水
車
が
精
米
製
麦
を
行
な
　
外
征
で
あ
り
、
国
難
だ
っ
た
の
で
前

い
、
手
延
製
温
麺
が
数
十
の
製
造
所
　
線
銃
後
｝
致
し
て
戦
か
い
、
遂
に
二

で
つ
く
り
出
さ
れ
、
二
十
三
年
に
は
　
十
八
年
十
一
月
に
は
戦
勝
祝
賀
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ぞ

白
石
興
産
商
会
が
蔵
本
で
東
北
最
初
　
を
全
郡
民
挙
っ
て
銚
子
ヶ
森
で
開
催

の
機
械
製
粉
を
開
発
し
て
、
今
日
の
　
す
る
事
が
出
来
た
。
十
二
月
に
は
白

盛
況
の
出
発
点
と
な
っ
た
。
　
　
　
　
石
商
業
銀
行
が
、
最
初
の
地
元
銀
行

　
表
紙
写
真
は
、
明
治
二
十
七
年
に
　
と
し
て
開
業
し
た
。
そ
の
後
、
経
済

柴
田
郡
か
ら
分
立
新
築
の
刈
田
郡
役
　
的
に
も
文
化
的
に
も
白
石
地
方
の
近
　
5

所
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
、
現
在
の
白
　
代
化
が
進
ん
だ
の
で
あ
る
。



わ
た
し
た
ち
の
国
民
年
金

　
国
民
年
金
は
、
農
業
や
商
業
な
ど

に
従
事
し
て
い
る
自
営
業
の
人
や
、

サ
ー
ビ
ス
業
の
人
な
ど
を
加
入
対
象

と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
被
用
者
年
金
加
入
者
の
奥

さ
ま
な
ど
に
任
意
加
入
の
途
も
開
か

れ
て
お
り
ま
す
。

　
加
入
期
間
は
、
二
十
歳
か
ら
六
十

歳
未
満
と
な
っ
て
い
ま
す
。
被
用
者

年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
人
は
二
十

歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
、
ま
た
被
用

者
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
退
職

し
た
と
き
か
ら
加
入
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
給
付
は
老
齢
、
病
気

け
が
死
亡
な
ど
の
事
故
に
対
し
て
年

金
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
所

得
の
保
障
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
　
老
齢
年
金

　
二
十
五
年
以
上
加
入
し
た
人
、
あ

る
い
は
明
治
三
十
九
年
四
月
二
日
以

後
、
昭
和
五
年
四
月
一
日
以
前
に
生

ま
れ
、
定
め
ら
れ
た
短
縮
期
間
を
加

入
さ
れ
た
人
に
六
十
五
歳
か
ら
支
給
。

　
　
通
算
老
齢
年
金

①
国
民
年
金
を
含
め
た
公
的
年
金

　
の
加
入
期
間
が
二
十
五
年
以
上
の

　
方
が
該
当
し
ま
す
。

②
他
の
公
的
年
金
制
度
の
加
入
期

　
間
を
合
わ
せ
た
期
間
が
二
十
年
以

　
上
の
方
が
該
当
し
ま
す
。

　
通
算
老
齢
年
金
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
国
民
年
金
を
の
ぞ
い
た
公
的
年

金
は
六
十
歳
か
ら
、
ま
た
国
民
年
金

は
六
十
五
歳
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　
障
害
年
金

　
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
　
母
子
年
金

　
夫
と
死
別
し
た
妻
に
、
十
八
歳
未

満
の
子
が
い
る
と
き
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　
遺
児
年
金

　
父
母
と
死
別
し
た
十
八
歳
未
満
の

緑
が
丘
市
営

ア
パ
ー
ト

子
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　
死
亡
一
時
金

　
保
険
料
を
三
年
以
上
納
め
て
い
た

も
の
が
死
亡
し
た
時
に
遺
族
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
一
律
で
月

額
一
、
四
〇
〇
円
（
昭
和
五
十
二
年
四

月
か
ら
二
、
二
〇
〇
円
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
よ
り
高
い
年
金
を
希

望
す
る
人
は
、
付
加
保
険
料
（
月
額

四
〇
〇
円
）
を
納
め
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　
生
活
が
苦
し
く
て
保
険
料
が
納
め

ら
れ
な
い
人
に
は
、
保
険
料
が
免
除

さ
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
加
入
、
年
金
の
請
求

や
保
険
料
の
納
付
な
ど
の
手
続
は
、

　
市
民
課
国
民
年
金
係

　
（
電
話
⑤
2
1
1
1
㈹
1
3
3
番
）

へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

入
居
者
を
募
集
中

　
市
で
、
緑
が
丘
に
新
た
に
建
設
し

た
市
営
住
宅
（
第
二
種
）
の
入
居
希

望
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
住
宅
の
概
要

▼
　
住
宅
名
　
緑
が
丘
市
営
住
宅

　
（
緑
が
丘
二
丁
目
一
番
三
二
）

▼
　
募
集
戸
数
　
二
十
戸

▼
　
家
賃
　
　
　
一
五
、
五
〇
〇
円

▼
敷
金
　
家
賃
の
三
カ
月
分

▼
　
入
居
予
定
日
　
一
月
二
十
］
日

▼
　
構
造
規
格
　
中
層
耐
火
五
階
建

　
申
込
み
　
　
　
℃

▼
　
受
付
期
問
　
一
月
六
日
か
ら
一

　
月
十
七
日
（
日
曜
、
祝
日
及
び
土

　
曜
日
の
午
後
は
除
く
。
）

▼
　
受
付
場
所
　
市
役
所
建
設
課

▼
　
申
込
み
用
紙
　
建
設
課

　
申
込
み
資
格

▼
　
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

▼
　
市
内
に
住
所
も
し
く
は
勤
務
地

　
を
有
し
、
ま
た
は
新
た
に
市
内
に

　
住
所
を
必
要
と
す
る
方
。

▼
　
現
在
同
居
中
、
ま
た
は
同
居
し

　
よ
う
と
す
る
親
族
（
婚
姻
の
届
出

サ勲

…
寄
附

””ψ
第
二
幼
稚
園
備
付

＠ゆ
ψ
灯
八
基

陣
土
地
（
三
四
八
㎡
）

一
道
用
地

仰
母
の
会
連
合
会

岬
住
宅
供
給
公
社

φ

御
一
郎

壷
　
l
T
V
ニ
ム
ロ

鱒
河
小
備
付

ゆ
脚
o
絵
画
（
八
十
号
）

ρ
島
市
石
田
俊
六

岬
川
小
備
付

，
ッ
ク
ネ
ッ
ト
一
基

”
町
茂
泉
勝

ρ
台
第
一
小
備
付

艸幹
斎
川
大
津
馴
雄

φ
台
　
斎
川
イ
備
付

り

齢
　
斎
川
大
槻
清
三

ゆ

軸
寺
囲
麻
生
直
哉

“
ル
島
産
石
一
個

”
賀
市
古
山
武
夫

一
噸
毒
6
塾

賀
城
東
北
地
図
出
版
社

　
　
　
東
北
電
力
白
石
営
業
所

　
　
　
o
扇
風
機
八
基

　
　
　
　
　
保
育
園
備
付

山
第
四
団
地
上
水
道
配
水
管
施
設

　
　
　
　
　
上
水
道
用

ア
卓
上
型
ア
ン
プ
外

　
　
大
鷹
沢
公
民
館
備
付

　
　
　
　
　
越
河
学
区
有
志
者

　
　
　
　
O
夏
の
絵
本
八
十
冊
　
保

育
園
児
の
情
操
教
育
　
柳
町
大
野
忠

　
　
　
　
　
　
越
河
小
備
付
　
福

　
　
　
　
　
o
長
椅
子
四
脚
　
斎

　
　
　
　
斎
川
今
野
工
務
店
　
O
バ

　
　
　
　
　
　
第
一
小
備
付
　
中

　
　
　
　
O
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
五

　
　
　
　
　
　
蔵
本
外
川
豊
　
O

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
一
台
　
斎
川
小
備
付

　
　
　
　
　
0
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
一

　
　
　
　
　
　
斎
川
父
母
教
師
会

Q
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
一
台
　
斎
川
小
備
付

　
　
　
　
　
　
o
現
金
参
百
万
円

市
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
活
動
資
金
、

　
　
　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
〇
南
極
東
オ
ン
グ
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
参
考
標
本
用
　
横
須
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

長越　絵学館　水配育八白白社oひ口園者第o
埼河柳本区備大道水園基川石　広か1備会ニパ
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を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
と
同
様

　
の
関
係
に
あ
る
者
、
そ
の
他
三
カ

　
月
以
内
に
同
居
す
る
婚
姻
予
定
者
）

　
の
あ
る
方
。

▼
　
収
入
基
準
に
該
当
す
る
方
。

　
選
考
方
法

　
書
類
審
査
の
結
果
、
有
資
格
者
に

つ
い
て
は
、
実
態
調
査
の
上
、
抽
せ

ん
に
よ
り
決

め
ま
す
。

　
そ
の
他
申

込
み
方
法
に

つ
い
て
詳
し

く
は
建
設
課

へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

交
通
事
故

㊦
の
願
い

星　けさ江さん
　（寿山）

　
一
日
で
｝
番
交
通
事
故
が
多
い

の
は
、
夕
暮
れ
時
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。

　
運
一
転
を
す
る
人
も
、
歩
行
者
も

皆
さ
ん
が
忙
が
し
く
な
る
時
な
の

で
す
。

　
小
さ
な
お
子
さ
ん
が
、
暗
く
な

っ
て
も
遊
ん
で
い
る
の
を
見
る
と

”
早
く
家
に
帰
り
ま
し
ょ
う
ね
”

と
声
を
か
け
る
の
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

　
今
日
も
ま
た
、
救
急
車
の
サ
イ

レ
ン
の
音
が
耳
に
入
る
。
も
し
や

わ
が
子
で
は
な
い
か
と
つ
い
思
っ

て
し
ま
う
の
は
、
私
ば
か
り
で
な

い
と
思
い
ま
す
。

　
身
近
か
に
交
通
事
故
の
経
験
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど
こ
の
誰
か
が

と
思
う
と
わ
が
事
の
よ
う
に
憂
う

つ
な
気
分
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
一
瞬
に
し
て
一
家
の
幸
せ
を
奪

い
取
っ
て
し
ま
う
交
通
事
故
、
思

っ
た
だ
け
で
も
ゾ
ー
ッ
と
し
て
し

ま
い
ま
す
。
毎
朝
学
校
に
出
か
け

る
子
ど
も
に
。
行
っ
て
ら
っ
し
や

い
、
車
に
気
を
つ
け
て
ね
”
と
言

っ
て
送
り
出
し
て
や
る
の
が
習
慣

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
朝
の
そ
の
【
言
と
笑
顔
は
、
今

日
の
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
何
に
よ

り
の
薬
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
年
々
多
く
な
る
車
、
遊
ぴ
場
の

な
い
子
供
達
は
つ
い
道
路
で
遊
ん

で
い
る
そ
の
側
を
車
が
通
っ
て
行

く
。
も
し
や
事
故
で
も
起
き
た
ら

と
思
う
と
、
夢
多
き
子
ど
も
の
事

故
ほ
ど
悲
惨
な
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
伸
び
伸
び
と
遊
べ
る
公
園
を

作
っ
て
欲
し
い
と
念
願
す
る
も
の

で
す
。
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白石市の人口
　　　12月1日現在
総人口41，407人

　男20，161人
　女　　　21，246人

世帯数10，027世帯

老人福祉センター

25

19

28

21

27

26

1
2
4
7
3
2

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　

　
　
　
　
｝

碁
栽
謡
曲
道
花

囲道

謡ロ今

書
盆
民
詩
茶
生

　　ハンターの皆さんノ
電話ケーブルを撃たないで．グ

・鍵

躍藷こ．　　　舶鞭　

騒緯潔
灘　　　　　　　　　　轡畢猟

姦
趣
，

冬山遭難を防止しましょう

　本年もいよいよ冬山シーズンを
迎えることになF）ました。

　昨シーズン、不忘山で日立工機
のパーティ11名が猛吹雪にあい、
疲労のため1名が凍死し、2名が
凍傷にかかる事故が発生しており
ます。このような遭難を防止し、

きびしい自然の条件に耐え、無理
のない登山をするために、次の事
を守りましょう。

〉　天候の変化に十分な注意
　冬山の天候は、平地では想像も
つかないほど変化が激しく、かつ
きびしいものです。天候の変化に
はじゅうぶん注意して慎重な行動
をとりましょう。

》　余裕のある日程と装備で登山
　十分余裕のある計画を組み、万
一に備え、使い慣れた装備と食糧
などを用意しましょう。また悪天
候に遭遇した場合は、行動を中止
する判断と勇気をもち天候の回復
を待ちましょう。

〉　登山計画は綿密に
　登ろうとする山の地形や、コー
スをよく研究し、計画は弱い者を
基準にして綿密に作成し、パーテ
ィ全員に徹底し、万一に備えて警
察署、家族等に連絡しておきまし
ょう。

》　スキーヤーも冬山に注意
　高い山に登る場合は、天候の急
変や技術、体力、装備などを十分
に考え、遭難の防止に万全を尽し
ましょう。　　自石警察署

の相談日月今

　場　　　　所

市役所市民相談室

市役所第2会議室

市　役　所

市役所福祉事務所

市　役　所

市　役　所

　時　　　　問

10：00－12：00

10：00～12：00

10＝00～15：00

10＝00～12：00

10：00～12：00

10＝00～15＝00

相談日

　　5

5・17・25

　　21

4・18
　　5
　　14

相　談　区　分

行　政　相　談

定期生活相談
社会保険相談
高齢者職業紹介

人権擁護相談
交通事故相談

成人式には簡素な服装で

　15日　　　市民会館

　ことし成人される方々をお祝い

する“成人式，，を行います。

　成人式へ参加する方は、簡素な

服装でお気軽にどうぞ。

　ことしの該当者は

昭和31年4月2日～32年4月1日
までに生れた方で、12月中に案内

状を郵送しましたが、まだ届かな

い方は中央公民館（智6－2453）

にお問い合わせください。

〉日　時　1月15日　午前10時

〉場　所　市民会館

宮城県最低賃金
1日一1，976円に

宮城県最低賃金（昭和51年宮城

働基準局最低賃金公示第1号）

全部を次のように改正されまし

なみ

飢
図
書
館

新
入
図
書
紹
介

商
店
立
地
一
〇
〇
問
一
Q
O
答

　
　
　
　
　
　
　
木
地
節
郎

セ
ル
ボ
！
ン
の
博
物
誌
G
ホ
ワ
イ
ト

写
真
で
み
る

　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
敏
弘

　
軟
式
テ
ニ
ス
入
門

割
ば
し
の
旅
　
　
　
お
お
ば
比
呂
司

暮
し
の
中
の
茶
花
　
　
楠
目
　
ち
づ

愛
　
犬
　
記
　
　
　
　
遠
藤
　
周
作

蛮
勇
の
時
代
　
　
　
　
羽
間
　
乙
彦

入
門
建
築
材
料
　
　
　
狩
野
　
春
一

落
葉
の
声
　
　
　
　
曾
野
　
綾
子

霊
癒
の
科
学
　
　
　
　
岡
田
　
道
一

伊
達
治
家
記
録
　
平
重
道

日
本
の
教
育
を
考
え
る
　
有
田
　
　
一
寿

霧
の
罠
　
　
　
　
　
高
木
　
彬
光

運
命
の
こ
ち
ら
側
　
　
木
下
　
順
二

社
交
手
紙
の
書
き
方
　
式
部
　
良
明

素
晴
し
き
人
生
　
　
　
源
氏
　
鶏
太

山
の
道
具
手
帳
　
　
　
川
口
　
邦
雄

　
　
　
　
　
　
　
イ
ー
デ
ス

花
の
木
登
り
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ン
ソ
ン

言
葉
の
散
歩
道
　
　
　
新
村
　
　
出

能
の
す
す
め
　
　
　
　
中
森
　
晶
三

山
草
の
栽
培
　
　
ガ
ー
デ
ン
ラ
イ
フ

自
然
食
と
健
康
食
　
　
相
原
　
一
明

嵯
峨
野
の
宿
　
　
　
　
加
堂
　
秀
三

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
　
　
ヶ
ネ
ス

　
ス
ト
レ
ス
解
消
法
　
　
ラ
モ
ッ
ト

安
楽
死
　
　
宮
野
　
彬

秘
訣
・
つ
け
も
の
健
康
法
小
川
　
敏
男

捜
し
木
・
接
ぎ
木
入
門
　
石
井
　
栄
一

健
康
づ
く
り
　
　
　
　
体
育
科
学

　
運
動
カ
ル
テ
　
　
　
セ
ン
タ
ー

平
家
物
語
の
世
界
　
　
水
原
　
　
『

貞
心
尼
物
語
　
　
　
　
田
村
甚
三
郎

（
以
上
新
入
書
の
．
部
を
紹
介
し
ま
す
）
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健藁力迄クΣク琶7』
日

5

6

7

7

10

11

、12

13

19

20

24

25

26

27

28

行事内容
健　康　相　談

妊　婦　教

3カ月児検診
健　康　相　談

妊　婦　教

健　康　相　談

妊　婦　教

健　康　相　談

妊　婦　教

健　康　相　談

妊　婦　教 ｛
至

12カ月児検診

3カ月児検診

健　康　相　談

妊　婦　教　室

6カ月児検診

健　康　相　談

妊　婦　教 ｛
至

3歳6カ月児検診

健　康　相　談

妊　婦　教

6カ月児検診
妊　婦　検　診

受付時間

9：30～11：30

13：00～14＝00

13：00～13：10

9：30～11：30

13：00～14；00

9：30～ll＝30

13：00～14100

9：30～11＝30

13：00～！4：00

9：30～11＝30

13＝00～14：00

13：00～13：10

13：00～13＝10

13：00～15：00

13：00～13：10

9：30～11：30

13：00～14：00

12：30～13：00

9：30～Il二30

13＝00～14：00

13：00－13：10

13：00～13：30

実施場所

大鷹沢公民館

白石保健所

白石市役所

越河出張所

大平公民館

白川公民館

市　民　会　館

白石保健所

・小原診療所

市　民　会　館

斎川公民館

白石保健所

福　岡　分　室

市　民　会　館

白石保健所

対 象 者

大鷹沢地区の方

該当者で通知のないときは衛生課に連絡下さい

白石地区の方

越河地区の方

大平地区の方

白川地区の方

昭和50年12月出生の方

該当者で通知のないときは衛生課に連絡下さい

小原地区の方

7月出生者で越河　斎川、大平、大鷹沢、
福岡、小原地区の労

白川、

斎川地区の方

昭和48年7月出生の方

福岡地区の方

7月出生者で白石地区の方

届出の妊婦

｛　
鐸
　
　
　
遅

酒はほどほどに飲みましよう　：

　年末年始は年間の内、一番酒類の売行きが伸びる

といわれてお1）ます。それだけに体内に入いるアル

コールの量も多くなる時期です。

　暴飲暴食が身体に及ぼす影響は数多くありますが、

その中のひとつに頭痛がする、吐き気がするという

症状の二日酔いがあります。

　二日酔いは、悪酔い症状が残留するばかりでなく、

急性胃炎と体内のミネラル分布のアンバランスによ

る脱力感がコンビになっています。そんな時には、

ハチミツをお湯にとかして飲むのも効果があります

が、早目に解消させるために、それと、味噌汁やス

ープのように塩分を含んだ流動食をと1）、ぬるいお

風呂に入るとか、軽い運動をして、ミネラルバラン

スを正常化させることが大切です。

　激しい運動や、熱い湯の入浴は禁物です。脱力状

態は心臓にも生じていますから、度をこすと心臓麻

痺になるおそれがあ1）ます。やはり酒類を飲む機会

の多いこの時期は、自分の飲む適量の半分ぐらいに

おさえることが大切であ1）、生活のリズムをなるべ

くくずさないことが必要です。

等

君

1月の休日当番医
日

1
2
3
9

曜

祝

日

休

日

内　　科
芭　医　院　⑤2410

加藤（司）医院　⑤2001

引地医院　⑤2036

柿崎医院　⑤2210

外　　科
加藤（ガ医院　⑥2653

刈田病院　⑤2145

刈田病院　⑤2145

銭谷医院　⑤2010

日

15

16

23

30

曜

祝

日

日

日

内　　科
亘理医院⑤8501
大沼医院⑤2502
笹　医　院　⑤2410

加藤（il）医院　⑤2001

外　　 科

宮城医院⑤2062
刈田病院⑤2145
加藤（大）医院　⑥2653

朝倉病院⑤2101
鷺，謹
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